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藤 井 秀 樹
1は じ め に
筆者 は,別 稿(藤 井 〔19956〕)において,実 現概 念の拡張問題 を論 じた代 表
的な先行文 献をと りあげ,そ の議 論を概 観 した。その結果,先 行文献で は.実
現概 念の拡張 を導 く規準 として,資 産お よび負債 の変化 の 「確定性」 と 「客観
性」.(AAA〔1957〕,p.538),項目 の 「測 定 可 能 性」 と 「恒 久 性」(Windal
〔1961〕,PP,251-252),測定 の.「信頼性」(CarsbergandNoke〔1989〕,p.35)
等 が提 示されると同時 に,実 現 を会計 的認 識(以 下 たんに.「認識」 とい う場合
もある)の 一般 的規準 と して措定す る立場 か ら,あ りうべ き認識 の拡張が規範
的に論 じられ て きたことが明 らか とな った%
先行 文献 におけ るこ うした議論 はいずれ も,'TweedieandWhittingtonのい
う 「経 済的実質アプロ7チ 」(TweedieandWhittington〔1990〕,p.97)にもと
つ く議 論 といえ.るで あろう。 ご くかんたん にいえば,「経済的実質ア プロ.一チ」
とは,企 業 の財務状況や諸活動の 「経済的実質」.を財務 諸表 に反映 させ.ること
を財務 報告 の主 たる課題 の1つ とす る観点か ら,.あるべ き会計基準や会計実務
を構想 ・提唱す る理 論的 アプローチ をい う。.「経済的実質 ア プローチ」 にもと
つ く議論は,認 識拡張 を もた らす新 しい会計基準 や会計 実務 を構想 ・提唱す る
.には有用 といえるか もしれ ない。 しか し,そ の議論は,立 論 の性 質上,認 識拡
8本 稿 は,日 本簿記学会簿記理論研究部会 〔部会長 ・土 方久西南学院 大学教授,1995-1996年度)
「簿記 における利益計算 システムの研 究」 最終報告,1996年の筆者担 当稿 に加筆 した ものである。
D英 米 の会計学文献 におけ る実現概念の展 開を通史的に論 じた最近の研 究と して、森川 〔1996〕
がある。
{
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.企 業(よ り.一般的 には 「実体」entity,以下 同 じ)に 生 じる経 済事象 は,会
計 的認識 をつ うじて,財 務諸表 に記載 されるべ き要素 ・項 目(「財 務諸 表 に記
載 され るべ き要素 ・項 目」 を以下 「財務諸表要素」あるいはたんに 「要素」 と
い う場合 もある)に 変換 され る。会計におい.て,要素に変換 されるべ き経済事
象は,「取 引」(transaction)として現われ る。取引 は,以 下 にみ るような2つ
の段 階的.認識操作 をつ うじて要素に変換され る㌔ ・...驚..〕
取 引は,ま ず,そ の発生順 に逐次累積的に記録 され,一 定 のクラスごとに分
類 され る。 この操 作 は,一 般 に,「原始 記入」(originalentry)と呼 ばれ てい
る。当該記入 において具体的 に記録 ・分類されるのは,取 引に ともなう現金収
支 とその原 因事象であ る。当該記入 をつ う じて,財 務諸表 要素 のいわば 「母集
2).こ の 点 の 詳 細 につ い て ば,笠 井 〔1995〕,21-26ペー ジ;石 川 〔1995〕,23ページ を 参照 さ れ た.
.い。 ま た,「 経 済 的 実 質」 とい う用 語 の 問 題点 につ い て は,藤 井 〔199x〕,144148ぺLジを 参 照
され た い。
..3)会 計 に お け る伝 統 的 な利 益 測 定 プ ロセ スを,以 下 に提 示 す る よ う な2つ の段 階 的 認 識採 作 の プ
ロ セ ス と して把 握 す る こ と につ い て は,Littletlm〔1953〕,vv.36-37から示 唆 を え て い る 。
以 上 の 詳細 につ い て は,さ ら に,藤 井 〔1991〕,19-33ペー ジ;藤 井 〔1994),90-96ペー ジ;藤
















団」のが逐次累積 的に形成 され ることになるのであ る。 この認識操作 は,「ある
項 目を実体の財務諸 表に,資 産,負 債,収 益,費 用,も し くは これ らに類 する
もの として正 式に記録 また は記載す るプロセス」(FASB〔1984〕,par.6>の第
1段 階 をなす もので あ る。そ こで,以 下,本 稿で は,か か る認識 を 「1次認
識」.と呼ぶ ことにす る。
1次 認識 において記録 ・分類 された現金収 支 とそ の原 因事象 は,決 算 にあ
たって,当 期 の成果 に作 用す るもの(す なわち損益計算書の要素)と 当期の成
果に作用 しない もの(す なわち貸借対 照表 の要素〉 に区分 され る。;の 操作は,
一般 に,「決算記入」(closingentry)と呼 ばれ ている。すなわち,当 該記入を
つ う じて.収 益 ・費用の 「期 間帰 属決定」(timing)が実施 され,当 期 の財 務
諸表 に記載 されるべ き要素 とその金額が決定されるので ある。 この認識操作は,
「あ る項 目を実体 の財務諸表 に,資 産,負 債,収 益,費 凧 もしくはこれ らに
類す る もの と して正式 に記録 また は記載 す る プロセ ス」、(FASB〔1984〕,par、
6>の 第2段 階 をなす もので あ る。そ こで,以 下,本 稿で は,か か る認 識 を
「2次認 識」 と呼ぶ ことにす る。取引 を要素 に変換 す るプロセ スは,2次 認識
によって実質的に完.∫す る。
2次認識をつ うじて決定 さ乳 た要素 とその金額 は,さ らに財務諸表 に記載 さ
れ,会 計情報 として利 害関係者 に伝達 され る。 この手続 きは,一 般 に 「報告」
(reporting)と呼 ばれてい る。報告 は,「あ る項 目を実体 の財務諸 表 に,資 産,
負債,収 益,費 用,も しくは これ らに類す る もの として正式 に記録 または記載
す るプロセス」(FASB〔1984〕,par,6)の最終段 階をなす もので ある。 しか し,
それ は,固 有 の意味での認識操作 を含 まないまった く形式的な プロセ スであ る。
また,脚 注等で の情報開示(か か る情報 開示 には非財務情韓の開示 も含'まれて
いる)も,報 告 の重要 な一部 をな してい る。 したが って,報 告 は,厳 密 な意味
4)財 務 諸表要素の 「母集団」 とい う用語ば,FASB〔1976〕,pp.12-13を典拠 とした ものであ る。
ここで は,と くに,決 算記入に先立ち試算表 に集 合され る各勘定 口座の残高の貸借合計金額を含
意す る ものと して、当該用語 を使用 している.
4(418).第157巻 第5・6号
での認識に含まれない と考 えるべ きで あろう。かか る理由か.ら,以下で は,報
告を,考 察の対 象か ら除外す るこ とにす る。
② 認識拡張の2つの一般的可能性
以..ヒにみるように,伝 統的な利益測定プロセ.スは,ユ次認識と2次認識 とい





るために,以下では,当 該各可能性について,も う少 し立ち入った検討を加え
てみることにしたい5}。
会計においては,1次 認識において,すべての取引が,し か し取引だけが,
当該.各取引にともなう現金収支とその原因事象の記録 ・分類という処理手続に
もとづいて,そ の発生順に逐次累積的に認識される。すなわち,かかる認識操







るならば,そ の拡張の度合いに応 じて,1次 認識も拡張されることになるとい
うことである。.以上のことから,.1次認識の拡張の可能惟は,取 引概念の拡張
の可能性 とかかわ っていることが理解されるのである。
5)認 識 に お け る 「何 」 の 問題 と 「い つ 」 の.問題 を理 論 分 析 的 に 論 じだ 先行 研 究 と して.た と えば,












処理がそれである。見越項 目の計上処理は,1次 認識を経由しない,2次 認識















一般 に,「取引 とは,資 産 ・負債 ・資本 の変動 をもた うす事象の ことで ある」
6(420)第157巻 第5・6号
(安平 〔1993〕,25ページ)と され てい る`1。しか し,か か る取引概念 は,認 識の
対 象(す なわ ち,わ が国 の企業 会計原則 にい う 「会計事 実」)を 当為.的に規 定
した もの とはい えないであろ う。なぜ な らば,「資産 ・負債 ・資本 の変 動を も
た らす事象」であ るはずの ものが認識 されず(と い うことはすなわち 「簿記 ・
建 会計上 の取 引」 として識別 されず)
,オ フバ ラ ンス取 引 として処理 され るとい
う事態がげんに多 数生 じているか らであ る。認識の現状を よ り整合的に記述 し,
認識拡張の方向性 を理論分析的 に解明す るためには,以 上にみる取 引概念 とは
別の取引概 念を用意す る必要があ るのである。
別稿(藤 井 〔1995a〕,92-94ページ)で もふれた よ うに,取 引 とは,一 義的 に
は,企 業経営者 が外 部 の独立 した第三者 との間で お こな う 「原価」(COSY)と
「価値」(value)の等価 交換 を意味 してい る7}。しか も,こ の等 価交換 は,最
悪の場合で も 「価値」 によ って 「原価」 だけは回収す るとい う企業経営 者の期
待 にもとづいている。企 業経営者 は,か か る期待 に確信が もてた ときには じめ
て取引を実行するので ある。取 引にともなう現金 また は現金等価物 の支払 い ・
受 け取 り(「現 金または現金等価 物の支払い ・受 け取 り」 を以 下たん に 「現金
収支」 とい う)は,か か る確信 の,市 場 にたいす る.公式的な表 明を意味す る も
のである。
しか し,い った んみずか らの期待 に関する確信 を市場 にたい して公式的に表
明 したならば,企 業経営者 は,当 該期待 の達成 につい て,自 己お よび他 者(こ
の場合,外 部利害関係 者 としての他者)に た い して責任 を負わな くてはな らな
い。その責任 は 「1円まで争い得 る」(安藤 〔1993〕,167ペー ジ)経 済 的 ・財務
的責任であ り,個.々の取 引に ともなって授 受:された現金 の金額 は,企 業経営者
の期待 の達成度(す なわ ち企業経営者 による経 営活動 の成果)を 測定す るため
の 基 盤 と な る。 つ ま り,取 引 は,「取 り消 す こ との で き な い 過去」(ljiri
6〕 同 様 の 記 述 は、Paton(1926〕,p.114;沼田 〔1987〕,37ペー ジ;武 田 〔1983〕,15ページ な ど
に もみ られ る。
7)会 計 的 認識 に お け る 「原 価 」 と 「価 値 」 の 詳 細 につ い て は ,Litdeton〔1935〕,PP.269-273;
AAA〔1936〕vv-188-189を参照 さ れた い 誹
会計的認識と実現概念の拡張問題(421)7
〔1981〕,p..34)を表わす と同時 に,企 業経営者 が責任 を負 うべ き未来事象 を体
現 してい るのである。以上 のよ うな意味 にお いて,会 計的認識の プロセスは,
企業経営者の期待 とい う 「やわらか い もの」 を,競 争や契約の基礎 とな りうる
「かたい もの」=「 制度」 的測定値 に変換す るプロセ スであ るとい うことがで
ぎるセあろ う・,。
② 取引概念拡張の鍵としての現金概念
さて,こ こで注 目されるべきは,伝 統的 な利益測定 プロセ スの もとで は,企
業経営者の期待 と当該期待 に関す る責任 の大 きさが,取 引に ともな う現金収支
に もとづいて一意的に価格づ けられ,し か も当該価格 づけをつ うじて,企 業経
営者の期待 と当該 期待 に関す る責任 の大 きさが,「取 り消す ことので きない」
金額 と して確 定されている とい うことであ る。 これは,2次 認識 における見越
項 目の計.ヒ処 理につ いても同様 に指摘 しうることであ る。2次 認.識において見
越項 目(す なわち未収項 目ない し未払項 目)と して認 識される取引 はいずれ も,
金額が.意 的に確 定 した将 来現 金収支 をともなってお り,当 該 見越項 目の計上
によって表明される企業経営者 の期待 と当該期待 に関す る責任の大 きさは,当
該将来現金収 支に もとづ いて.一意的 に価格づ けられ,基 本的に 「取 り消す こ と
ので きない」 金額 として確定 され ているのであ る。
つ ま り,伝 統的な利益測 定プpセ スの もとでの認識 はつねに,一 意 的に確定
された現金収 支に基礎づ け られ てい るのであ る。.いいかえ ると,伝 統 的な利益
測定 プロセ スにおいては,「すべ ての費用及び収益 は,そ の支 出及び収 入 に基










しば しば会 計上 の取 引 は 「完結 した取 引」(completedtransaction)に限定 さ
れる といわれ て きたが,.以上での考 察 に引 き寄せ ていえば,取 引の 「完結」性
とは,当 該各取引 に ともなう現金収支の 「完結」性で あ り,よ り具体的 には,
当該現金収支 の金額の一意的 な確定性 をい うもの と解 され るのであ る。
挿 すなわち,以 上の ことか ら,取 引概 念は,た んに認識対象 を規定す る概念 と
して機能 してい るだ けで な く,認 識 対象 の測 定方法 を も同時 に規 定す る概 念
(すなわ ち測定属性 と して取得原価 を排 他的 に採 用す ることを強制する概 念)
として機 能 してい るこ.とが理 解 され るのであ る。 また,そ うであれ ば こそ,
「〔伝 統的 な〕会計 は,本 質的 に評価の プロセスではな く,過 去 の原価 および
収 益 を,当 期 と次期 以 降の会計 期 間に配 分す る プ ロセ ス」(AAA〔1936〕,p.
謬8)と して顕 現するこ とに もなるので ある。
以上 の考察か ら,1次 認識 において認識 され る取引 と,2次 認識 において認
識 され る取 引は,い ずれ も,企 業経営者 の期待 を体現 してい ると同時に,当 該
各取引 にと もな う現金収支 の金額が 一意 的に確定 してい るとい う点で共通 して
い る ことが理解 され るのであ る。 とすれ ば,取 引概念拡 張の鍵 は,現 金概 念
(より正確 には現金等価物概 念)に 求 めるこ とが で きるであ ろ う。す なわち,.
現金概 念が拡 張 され るな らば,企 業経営者の期待 と当該期待に関す る責任 の大
きさの価 格づ けのあ り方が量 的にまたは質的 に拡張 され,か か る拡張をつ1うじ
て,認 識それ 自体の拡張 が もた らされる と考 え られ るのであ る。
Iv実 現概念 と先行文献の再解釈
(1)伝統的な実現概念の再解釈
利 益測定 プロセスにおける収益 の認識規準であ る実現の伝統的な要件 の1つ






しか し,前節で提示 したような理解に立つならば,貨 幣性資産の受領という
事実それ自体よりも,貨幣性資産の受領によって当該各取引にともなう現金収
入の金額が一意的に確定されるとい う事実の方が,収益の認識にとってはより






























め られ る ものの,会 計 数値 の広 い意味での 「硬度」(hardness)と「一一意性 」
(uniqueliness)を指示 してい る点で,こ れ らの規準 は軌 を一に してい るとい っ
てよいで あろ う田。そ して もし,か か る解釈が許 される とすれば,先 行文 献で









簿記 ・会計上の現金に包摂されるべき将来現金が,金 額の一意的に確定 した








ス ・リース契約やテイク ・オア ・ペイ契約など)の認識は,認 識のかかる量的
拡張によって達成されるであろう。なお,こ の場合,当 該事象は,そ の発生時
点(た とえば7ア イナン.ス・リース契約の場合であれば,当 該契約の締結時
点)で 認識 しうることになる。すなわち,こ の場合には,1次 認識の拡張 とい
う方途をつうじて,オ フバランス取引のオンバランス化が達成されることにな
11}た とえ ば,Windal〔1%1〕,p.254では,「 恒 久 性 」(pemgnence)の具 体 的 な特 質 と して,「 当






これ にた い し,簿 記 ・会計上 の現金 に包摂 され るべ き将来現金が,金 額の一
意 的に確定 してい ない現金 の場.合には,現 金概念 の(し たが って認識の)質 的
拡張が問題 とな.る。なぜな らぼ.こ の場合 には,取 引 にかかわ る現金収 支の金
額 を事前 に一意的 に確 定す ることがで きないため に,当 該金額を,認 識対象た
る経済事象 それ 自体の測定 によ って決定せ ざるをえないか らである。.すなわち,
この場 合,J.B.Canningのい う 「直接評 価」(Canning〔1929〕,PP,182-183>
が必要 とな るのであ る。 「直接 評価」は,一 意的 に確 定 された現金収支 にも と
つか ない(す なわち 「取 引価額主義」か ら離脱 した)認 識 を含意す るとい う点
で,利 益 測定 プロセスにおける伝統 的な認識操作の枠組み を質的に変更するこ
とになるのであ る。いいか える と,認 識 のかか る拡張 は,現 実の.世界を会計 の
世界 に写 し取 る擬 制手 法の変更 を ともなってい るのであ る。有価証券の保有利
得 の認識や デ リバテ ィブ取 引の認識 は,認 識のかか る質的拡張によ って達 成さ
れ るで あろ う。なお,こ の場合,当 該事象 は,そ の発生後 に生 じる時点 的状態
(たとえば有価証券 の場合で あれば,決 算 日にお ける当該有価証券 の公正価値〉
に もとづい て認識 され ることになる。す なわ ち,こ の場..含には,2次 認識の拡
張 とい う方途 をつ う じて,オ フバ ランス取引 のオ ンバ ラ ンス化が達成される こ
とになるのであ る'3)。
.既述 のよ うに,先 行 文献 はいずれ も,実 現 を,収 益 の認識規準か ら会計的認
識 の一般的規準 に拡張 す ることを提案 している。.したが って,そ こで想 定され
ている認識 の拡張 には,以 ヒに述べ た次元の異 なる2つ の タイプの認識拡張 が
含 まれ てい るのであ る。先行文献で は,そ の区別が(意 識的にか無意識的にか
ば不 明で あ るが)な され ていない】%し か し,伝 統 的な利益測定 プロセス との
12〕 そ の詳 細 に つ い て は.加 古 〔1993〕,28ベージ 以 下;藤 井 〔1996b〕,112-118ペー ジ を 参 照 さ
れ た い 。
13)そ の詳 細 につ い て は,藤 井 〔19966〕,119123ペー ジ を参 照 さ れ た い 。
14)こ の こ とは,先 行 文献 が も っ ぱ ら 「経 済 的 実 質 ア プ ロー チ 」 に 依 拠 した議 論 を展 開 して きた こ
と と鑑 関 係 で は な い よ うに 思わ れ る。
12(426}第157巻 筆5・6号
連続性や整創 生を重視 し,現 実的な認識拡 張の方途 を模索す る場合 には,以 上
に指摘 した認 識拡張 の2つ の タイ プを区別 した うえで議 論 をお こな うことが
(少な.くとも理論 家に.とっては)必 要不可欠の手続 きとな るであろ う。
?? Vむ す び




概念の拡張(変 更)に よって導かれるゆそして,.現金概念の拡張(変 更)は,
企業経営者の期待と当該期待に関する責任の大きさの価格づけのあり方の量的
ないし質的な拡張(変 更)を 含意 している。しかし,企業経営者の期待と当該
期待に関する責任の大きさの価格づけのあり方が量的にまたは質的に拡張(変
更)されるならば,多 くの場合,か かる拡張(変 更)に よって,企業経営者の
期待 も(したがってまた当該期待にもとつ く企業経営者の経営行動それ 自体
も)何 らかの影響 を受 けること.になるであろう。「1円まで争い得る」経済














15)こ の問 題 につ い て は,さ しあ た り,藤 井 〔1996b〕,124-127ペー ジ を参 照 さ れ た い 。
?
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